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平成21年第８回大野城市議会12月定例会 

　
平
成
21
年
第
８
回
12
月
定
例
会
を
12
月
１
日（
火
） 

　
　
　
　
か
ら
15
日（
火
）ま
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 　
今
定
例
会
で
は
、条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
と
し
て
全
部
で
19
案
件
を

審
議
し
、請
願
一
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
が
、他
の
案
件
は
全
て
可
決
・
採

択
し
ま
し
た
。一
般
質
問
は
、14
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。 

　
平
成
21
年
第
８
回
12
月
定
例
会
を
12
月
１
日（
火
） 

　
　
　
　
か
ら
15
日（
火
）ま
で
開
催
し
ま
し
た
。 

 　
今
定
例
会
で
は
、条
例
の
一
部
改
正
を
は
じ
め
と
し
て
全
部
で
19
案
件
を

審
議
し
、請
願
一
件
を
不
採
択
と
し
ま
し
た
が
、他
の
案
件
は
全
て
可
決
・
採

択
し
ま
し
た
。一
般
質
問
は
、14
名
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。 

開催 

議
　
会
　
日
　
誌
　
 

◆
12
月
◆
 

１
日
　
本
会
議
（
初
日
 
提
案
理
由
説
明
）
 

　
　
　
全
員
協
議
会
 

　
　
　
広
報
委
員
会
 

３
日
　
都
市
環
境
委
員
会
 

４
日
　
本
会
議
（
２
日
目
　
質
疑
、
付
託
）
 

　
　
　
予
算
委
員
会
 

７
日
　
総
務
市
民
委
員
会
 

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
会
 

８
日
 
都
市
環
境
委
員
会
 

10
日
　
本
会
議
（
３
日
目
　
一
般
質
問
）
 

　
　
　
福
祉
文
教
委
員
会
 

11
日
　
本
会
議
（
４
日
目
　
一
般
質
問
）
 

15
日
　
本
会
議
（
最
終
日
・
報
告
・
討
論
・
 
 
 

　
　
　
採
決
）
 

　
　
　
全
員
協
議
会
 

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会
 

16
日
 
東
京
都
荒
川
区
議
会
視
察
来
庁
 

17
日
 
北
海
道
室
蘭
市
議
会
視
察
来
庁
 

◆
１
月
◆
 

６
日
 
広
報
委
員
会
 

12
日
 
静
岡
県
富
士
市
議
会
視
察
来
庁
 

14
日
　
千
葉
県
茂
原
市
議
会
視
察
来
庁
 

18
日
　
岐
阜
県
関
市
議
会
視
察
来
庁
 

19
日
　
徳
島
県
阿
南
市
議
会
視
察
来
庁
 

21
日
　
広
報
委
員
会
行
政
視
察
（
22
日
ま
で
広

　
　
　
島
県
安
芸
高
田
市
・
坂
町
議
会
）
 

　
　
　
福
島
県
会
津
若
松
市
議
会
視
察
来
庁
 

　
　
　
埼
玉
県
川
越
市
議
会
視
察
来
庁
 

22
日
　
兵
庫
県
芦
屋
市
議
会
視
察
来
庁
 

26
日
　
愛
知
県
三
好
町
議
会
視
察
来
庁
 

27
日
 
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
議
会
視
察
来
庁
 

　
　
　
千
葉
県
習
志
野
市
議
会
視
察
来
庁
 

　
　
　
滋
賀
県
草
津
市
議
会
視
察
来
庁
 

  

平
成
平
成
21
年
第
７
回

年
第
７
回
11
月
臨
時
会

月
臨
時
会
 

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
 
 
 
 
11
月
24
日
（
火
）

日
（
火
）
 

平
成
21
年
第
７
回
11
月
臨
時
会
 

　
　
　
　
　
 
 
11
月
24
日
（
火
）
 

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
 

主
な
案
件
と
審
議
結
果

主
な
案
件
と
審
議
結
果
 

各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
 

主
な
案
件
と
審
議
結
果
 

 　
今
回
の
臨
時
会
で
は
、
条
例
の
一
部

改
正
３
件
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。
 

　
こ
れ
ら
の
条
例
は
、
平
成
21
年
度
の

国
家
公
務
員
の
給
与
等
が
人
事
院
勧
告

に
基
づ
き
改
正
さ
れ
る
こ
と
に
準
じ
て
、

本
市
職
員
並
び
に
常
勤
特
別
職
及
び
市

議
会
議
員
の
給
与
等
の
引
き
下
げ
を
行

う
も
の
で
す
。
 

　
付
託
さ
れ
た
総
務
市
民
委
員
会
で
は
、

市
職
員
の
一
人
あ
た
り
の
減
額
さ
れ
る

額
及
び
人
件
費
の
削
減
総
額
に
つ
い
て
、

人
事
院
勧
告
の
内
容
の
精
査
の
有
無
に

つ
い
て
、
４
月
か
ら
の
給
与
の
減
額
調

整
の
適
法
性
に
つ
い
て
な
ど
の
質
疑
が

あ
り
、
執
行
部
の
回
答
を
受
け
、
こ
れ

を
了
承
し
、
職
員
に
関
す
る
議
案
の
反

対
討
論
の
の
ち
、
す
べ
て
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
で
は
、
職
員
に
関
す
る
議
案

の
反
対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
す
べ

て
の
議
案
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
し

ま
し
た
。
 

○
市
長
や
常
勤
特
別
職
及
び
市
議
会
議

員
の
期
末
手
当
 

３.

35
月
↓
３.

10
月
（
△
０.

25
月
）
。
 

○
本
市
職
員
の
給
与
及
び
期
末
・
勤
勉

手
当
 

・
給
与
　
平
均
改
定
率
△
０.

２
％
。
 

・
期
末
・
勤
勉
手
当
　
４.

50
月
↓
４.

15
月
（
△
０.

35
月
）
。
 

      　
 

  総
務
市
民
委
員
会
 

              　
個
人
市
民
税
に
お
け
る
寄
付
金
税
額

控
除
の
適
用
対
象
を
追
加
す
る
市
税
条

例
の
一
部
改
正
で
は
、
寄
付
金
控
除
の

制
度
詳
細
に
つ
い
て
、
寄
付
金
控
除
が

受
け
ら
れ
る
対
象
施
設
に
つ
い
て
、
寄

付
金
控
除
の
制
度
を
実
施
す
る
こ
と
に

よ
る
住
民
税
の
減
収
額
に
つ
い
て
な
ど

の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
の
回
答
を
受

け
、
討
論
は
な
く
、
委
員
会
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
で
は
、
質
疑
・
討
論
は
な
く

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
 

 福
祉
文
教
委
員
会
 

              　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
即
時
廃
止

の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
請
願
は
、
賛

成
及
び
反
対
の
意
見
が
あ
り
、
賛
成
少

数
で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
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平成21年 第８回大野城市議会12月定例会 

 28
日
 
京
都
府
向
日
市
議
会
視
察
来
庁
 

◆
２
月
◆
 

１
日
 
大
阪
府
高
石
市
議
会
視
察
来
庁
 

２
日
 
長
崎
県
大
村
市
議
会
視
察
来
庁
 

３
日
 
兵
庫
県
三
木
市
議
会
視
察
来
庁
 

　
　
　
大
分
県
佐
伯
市
議
会
視
察
来
庁
 

４
日
 
茨
城
県
牛
久
市
議
会
視
察
来
庁
 

５
日
 
大
阪
府
大
阪
市
議
会
視
察
来
庁
 

８
日
　
議
会
運
営
委
員
会
行
政
視
察
（
９
日
ま

　
　
　
で
兵
庫
県
宝
塚
市
、
川
西
市
）
 

ー
今
後
の
議
会
予
定
ー 

3
月
定
例
会

月
定
例
会
 

3
月
定
例
会

月
定
例
会
 

3
月
定
例
会
 

１
日（
月
）
　
 

　 
10
時
〜
　
　
本
会
議
　
提
案
理
由
説
明
 

９
日（
火
）
 

　
９
時
半
〜
　
本
会
議
　
代
表
質
問
・
 

　
　
　
　
　
　
質
疑
・
付
託
 

　 
13
時
半
〜
　
常
任
委
員
会（
17
日
迄
）
 

23
日（
火
）
 

　
９
時
半
〜
　
本
会
議
　
一
般
質
問
 

24
日（
水
）
 

　
９
時
半
〜
　
本
会
議
　
一
般
質
問
 

26
日（
金
）
 

　 
10
時
〜
　
　
本
会
議
　
報
告
・
討
論
・
 

　
　
　
　
　
　
採
決
 

 　
本
会
議
、各
委
員
会
は
、傍
聴

で
き
ま
す
の
で
、み
な
さ
ま
の
傍

聴
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 　
代
表
・
一
般
質
問
は
、ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ（
１
９
ｃ
ｈ
・
７
０
２

ｃ
ｈ
）で
放
送
予
定
で
す
。 

 

　
本
会
議
で
は
、
質
疑
及
び
賛
成
討
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
に
よ
り

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。
 

 都
市
環
境
委
員
会
 

                　
市
が
管
理
す
る
道
路
・
水
路
等
の
占

用
料
を
改
定
す
る
た
め
の
、
大
野
城
市
 

道
路
並
び
に
普
通
河
川
敷
地
占
用
料
等

徴
収
条
例
の
一
部
改
正
で
は
、
電
柱
の

広
告
収
入
・
広
告
媒
体
と
し
て
利
益
が

あ
が
っ
て
い
る
こ
と
も
勘
案
し
て
占
用

料
を
決
定
し
た
の
か
、
占
用
料
を
据
え

置
か
れ
た
と
こ
ろ
は
あ
る
の
か
、
道
路

法
が
平
成
20
年
4
月
に
改
正
さ
れ
た
の

に
市
の
改
正
が
な
ぜ
今
な
の
か
な
ど
の

質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
の
回
答
を
受
け
、

反
対
討
論
の
の
ち
、
賛
成
多
数
で
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
で
は
、
反
対
討
論
が
あ
り
ま

し
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り

可
決
し
ま
し
た
。
 

予
算
委
員
会
 

　
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算(

第

７
号)

で
は
、
歳
入
歳
出
を
そ
れ
ぞ
れ
、

５
億
２
、
１
４
０
万
６
千
円
追
加
し
、

補
正
後
の
予
算
を
３
１
３
億
５
、
６
４

９
万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。
 

　
ま
た
、
新
年
度
事
業
な
ど
１
８
８
件

も
の
債
務
負
担
行
為
が
計
上
さ
れ
ま
し

た
。
 

　
主
な
内
訳
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
 

・
子
育
て
応
援
特
別
手
当
に
関
す
る
国

の
平
成
21
年
度
第
１
次
補
正
予
算
の
執

行
停
止
が
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
同
事

業
に
関
わ
る
予
算
全
額
の
減
額
 

・
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
（
居
宅
介
護
、

施
設
入
所
等
）
、
乳
幼
児
医
療
費
の
予

算
を
、
今
後
の
見
込
み
に
よ
り
追
加
 

・
経
済
状
況
を
反
映
し
て
生
活
保
護
受

給
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
生
活

保
護
費
に
不
足
が
見
込
ま
れ
る
た
め
の

追
加
 

・
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
は
じ
め
、

各
種
予
防
接
種
事
業
費
を
追
加
 

・
平
成
21
年
７
月
中
国
・
九
州
北
部
豪

雨
に
よ
る
災
害
応
急
工
事
の
予
算
を
追

加
 

・
平
野
南
ヶ
丘
線
、
下
大
利
南
ヶ
丘
線

な
ど
各
種
街
路
事
業
の
進
捗
に
合
わ
せ

て
、
不
足
す
る
事
業
費
を
追
加
 

・
地
震
、
ミ
サ
イ
ル
情
報
な
ど
を
瞬
時

に
伝
え
る
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
の
 

整
備
費
用
を
追
加
 

 

　
委
員
会
で
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

入
札
方
法
に
つ
い
て
、
国
が
子
育
て
応

援
特
別
手
当
に
関
す
る
補
正
予
算
を
執

行
停
止
し
た
こ
と
に
よ
る
本
市
の
影
響

に
つ
い
て
、
生
活
保
護
や
ホ
ー
ム
レ
ス

対
策
、
お
よ
び
生
活
保
護
に
関
す
る
事

務
を
行
う
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
数
に

つ
い
て
、
新
型
及
び
季
節
性
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
確
保
に
つ
い
て
、

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
の
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
の
回
答
を
受
け
、
討
論
は

な
く
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。
 

　
本
会
議
で
は
、
反
対
の
討
論
が
あ
り

ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。
 

 　
平
成
21
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
３
号
）
で
は
、
介
護
（
予

防
）
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
の
増
加
に
伴
い
、

予
算
に
不
足
が
生
じ
る
こ
と
な
ど
に
よ

り
、
３
、
２
５
１
万
４
千
円
追
加
す
る

も
の
で
す
。
 

　
委
員
会
で
は
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
や
委
託
先
に
つ
い
て
、
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
拠
点
等
施
設
整
備
費
補
助
金

の
具
体
的
な
対
象
施
設
や
補
助
基
準
に

つ
い
て
な
ど
の
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部

の
回
答
を
受
け
、
討
論
は
な
く
、
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。
 

　
本
会
議
で
は
、
討
論
は
な
く
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。
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福
　
山
　
保
　
廣 

　
　
国
の
補
正
予
算
凍
結
に
よ
る
本
市

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
影
響
に
つ
い
て 

・
ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業
へ
の
今
後
の 

対
策
に
つ
い
て 

・
地
域
高
齢
化
対
策
に
つ
い
て
　
　
　 

・
外
国
人
居
住
者
の
実
態
と
配
慮
に
つ
い
て 

 

問 

一　般　質　問 一　般　質　問 12月定例会では、14名の議員が、 
　　　以下の項目について行いました。 

佐藤義廣  ●地球温暖化対策への取り組みについて 
★文化財の取り扱い及び保存について 

岡部和子 ★市内商店街の活性化への方策について 

松　正和 ★議会と執行部との関係について 関岡俊実 ★新型インフルエンザの対応と予防接種の公 
　費負担について 
 ●全国学力・学習状況調査について 

田中健一 ★英語教育について 
 ●平野川の整備について 

松下真一 ★公園等の遊具診断について 
 ●公契約条例について 
 

野黒美正壱  ●学力向上へ向けての取組み（テスト・ISO） 
★公共工事現場看板の価格表示について 
 ●大野城市の情報 ISOについて 
 

赤井田八千代  ●生活保護対策について 
★廃棄物処理について 
 

安成惠子 ★子どものみらいを守り育てる環境づくりに 
　ついて 

丸山惠美子  ●エコツーリズムについて 
★動物との共生について 

高橋龍雄 ★古代山城サミットと大野城市のまちづくり 
　について 

高山やす子 ★子ども情報センターの機能について 
 ●特別支援学校の建設について 

清水純子 ★問題を抱える子どもの支援の充実について 

福山保廣  ★やさしさと魅力あるまちづくりについて 
 ●  行財政改革推進について 
 

　
　
国
の
補
正
予
算
凍
結
に
よ
る
本
市

へ
の
影
響
は
、
本
市
が
補
正
し
ま
し
た

40
事
業
の
う
ち
、
子
育
て
応
援
特
別
手

当
交
付
事
業
の
み
で
す
。
そ
の
他
の
39

の
事
業
は
、
順
次
事
業
に
着
手
し
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
市
の
ま
ち

づ
く
り
に
は
ほ
と
ん
ど
影
響
は
出
て
い

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
ち
づ
く
り
関
連
事
業
と
し
て
、
本

市
の
大
型
事
業
も
予
算
の
削
減
に
よ
る

多
少
の
影
響
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
連
立
事
業
や
完
了
年

度
が
近
い
街
路
事
業
は
、
一
定
の
配
慮

が
な
さ
れ
る
も
の
と
聞
い
て
い
ま
す
。

本
市
と
し
て
は
、
今
後
も
国
、
県
の
動

向
を
見
極
め
な
が
ら
、
財
政
当
局
と
も

協
議
し
、
事
業
の
進
捗
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
本
市
の
地
域
高
齢
化
対
策
は
、
民
生

委
員
・
児
童
委
員
な
ど
に
よ
る
独
居
高

齢
者
の
訪
問
や
地
域
で
の
見
守
り
活
動

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
今
後
、
地
域
の
商
店
街
の
人

た
ち
や
運
送
業
者
な
ど

が
高
齢
者
の
安
否
確
認

な
ど
を
行
う
事
業
を
実

施
す
る
際
に
は
、
市
と

し
て
何
ら
か
の
支
援
が

で
き
な
い
の
か
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。 

　
本
市
の
外
国
人
居
住
者
は
、
本
年
11

月
30
日
現
在
で
６
０
９
人
（
男
性
３
０

９
人
、
女
性
３
０
０
人
）
、
世
帯
数
は

４
５
１
世
帯
で
す
。 

　
な
お
、
本
市
で
外
国
語
を
話
せ
る
職

員
は
５
、
６
名
い
る
と
思
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
外
国
人
観
光
客
へ
の
取
り
組

み
強
化
は
、
大
野
城
跡
や
水
城
跡
、
牛

頸
窯
跡
群
な
ど
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
、

そ
れ
か
ら
緑
豊
か
な
自
然
環
境
、
特
産

品
、
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
古
代
山
城
サ

ミ
ッ
ト
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
外
国

語
版
作
成
な
ど
を
含
め
積
極
的
に
情
報

発
信
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

や
さ
し
さ
と 

　
　
　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

や
さ
し
さ
と 

　
　
　
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り 

答 

崎立

注：★がついている内容を掲載しています。 
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会議録検索システム（市のホームページ）で会議録を確認できます。 
（12月定例会分2月15日以降） 

議会だより ２月15日 

           

　
　
本
市
で
は
、
平
成
21
年
６
月
に
「
大

野
城
市
ふ
る
さ
と
文
化
財
保
存
整
備
活

用
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
な

か
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
り
、
指
定
を

受
け
て
い
な
い
文
化
財
は
、
保
存
状
態

や
そ
の
価
値
な
ど
の
特
性
に
応
じ
て
保

存
活
用
計
画
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
重
要

と
思
わ
れ
る
も
の
は
、
大
野
城
市
文
化

財
保
護
審
議
会
、
地
元
な
ど
、
関
係
す

る
方
々
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、
適
切

な
保
護
・
保
存
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

　
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
文
化
財
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
整
理
箱
に
収
納
し
、

大
池
４
棟
、
白
木
原
１
棟
の
文
化
財
収

蔵
庫
に
保
管
し
て
い
ま
す
。 

　
保
管
展
示
場
所
は
、
遺
跡
の
近
く
に

あ
れ
ば
見
学
者
は
理
解
し
や
す
い
と
思

い
ま
す
が
、
す
べ
て
の
遺
跡
で
保
管
展

示
す
る
こ
と
は
困
難
な
こ
と
か
ら
、
や

は
り
ど
こ
か
で
ま
と
ま
っ
た
形
で
展
示

す
る
の
が
適
当
だ
と
考
え
ま
す
。 

 

　
乙
金
第
二
土
地
区
画

整
理
地
内
か
ら
出
土
す

る
文
化
財
も
含
め
、
現

在
の
収
蔵
施
設
で
は
手

狭
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
時
保
管
場
所
と
し
て
、
旧
乙
金
老
人

福
祉
施
設
用
地
を
暫
定
的
に
利
用
す
る

こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。 

　
文
化
財
の
保
管
だ
け
で
な
く
、
展
示

機
能
も
備
え
た
施
設
の
整
備
は
、
第
５

次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
分
野
別

プ
ラ
ン
で
、
歴
史
系
展
示
施
設
の
機
能

を
備
え
た
複
合
施
設
の
設
置
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
る
と
い
う
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。 

　
今
後
そ
の
検
討
を
進
め
る
な
か
で
、

日
本
最
古
の
朝
鮮
式
山
城
「
大
野
城
跡
」

を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
歴
史
資
源
を

市
民
共
有
の
財
産
と
し
て
活
か
す
と
と

も
に
、
広
く
内
外
に
発
信
し
て
い
く
う

え
で
、
最
も
効
果
的
な
立
地
や
施
設
機

能
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

市
民
が
親
し
め
る
文
化
財
保
存
を 

 

市
民
が
親
し
め
る
文
化
財
保
存
を 

 

佐
　
藤
　
義
　
廣 

問 　
　
文
化
財
の
取
り
扱
い
及
び
保
存
の

方
針
に
つ
い
て 

・
文
化
財
の
保
管
に
つ
い
て
　
　
　
　 

・
乙
金
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
で
発

掘
さ
れ
た
、
ま
た
今
後
発
掘
さ
れ
る
文

化
財
の
保
管
に
つ
い
て 

問 答 

平成21年第８回12月定例会 一 一 般 般 質 質 問 問 

市
議
会
の
発
言
内
容
を
確
認
で
き
ま
す
！ 

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ 

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム

Ｑ
＆
Ａ 

会
議
録
っ
て
何
？ 

市
議
会
で
は
、議
会
で
の
発
言
を
記

録
し
て
い
ま
す
。そ
の
記
録
を
し
た

も
の
が
、会
議
録
で
す
。 

会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
っ
て
何
？ 

市
議
会
の
情
報
公
開
の
一
環
と
し
て
、

そ
の
会
議
録
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
の
検

索
を
し
や
す
く
し
た
の
が
、会
議
録

検
索
シ
ス
テ
ム
で
す
。 

い
つ
の
会
議
録
か
ら
見
れ
る
の
？ 

本
会
議
の
会
議
録
は
、平
成
11
年
第

１
回
３
月
定
例
会
分
か
ら
、ま
た
、

常
任
委
員
会
の
会
議
録
は
、平
成
15

年
９
月
定
例
会
分
か
ら
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

※
そ
れ
以
前
の
会
議
録
は
、市
役
所
内
の

　
行
政
資
料
室
ま
た
は
、議
会
図
書
室
で

　
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
議
会
事
務
局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。 

  

ど
う
や
っ
て
、
利
用
す
る
の
？ 

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
会
議
録
検
索

シ
ス
テ
ム
の
入
り
口
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。 

 簡
単
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索 

い
ろ
い
ろ
な
条
件
で
探
す 

こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
ま
ず
、最
初
の
ペ
ー
ジ
に
４
つ
の
分
野

に
分
か
れ
た
言
葉
が
あ
り
、そ
の
言
葉
を

選
ぶ
と
関
係
す
る
発
言
記
録
を
探
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

 

　 

 

①
こ
と
ば
で
探
す
。 

　
簡
単
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
以
外
に
も
調
べ

た
い
こ
と
ば
で
検
索
で
き
ま
す
。 

②
発
言
者
で
探
す
。 

　
議
員
や
市
長
な
ど
の
発
言
者
で
検
索
で

き
ま
す
。 

③
会
議
録
で
探
す
。 

　
何
年
何
月
議
会
の
会
議
録
で
検
索
で
き

ま
す
。 

④
日
付
で
探
す
。 

　
何
年
何
月
頃
な
ど
日
付
で
検
索
で
き

ま
す
。 

answer

A question
Q

answer

A question
Q

answer

A
answer

A question
Q

question
Q
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平成21年第８回12月定例会 一 一 般 般 質 質 問 問 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
期
配
置
を 

ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
早
期
配
置
を 

清
　
水
　
純
　
子 

　
　
福
岡
県
は
、平
成
20
年
度
か
ら
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
を
配
置

し
て
い
ま
す
。そ
の
目
的
は
、学
校
だ
け

で
は
対
応
が
困
難
な
事
例
等
に
対
し
て
、

関
係
機
関
と
連
絡
調
整
を
図
り
、子
ど

も
を
取
り
巻
く
環
境
の
改
善
を
図
る
た

め
、社
会
福
祉
等
の
知
識
・
技
術
を
さ
ま

ざ
ま
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
用
し
援
助

す
る
こ
と
で
す
。 

　
児
童
・
生
徒
の
問
題
行
動
等
の
背
景

は
、心
の
問
題
と
と
も
に
家
庭
、友
人
関

係
、地
域
、学
校
な
ど
、児
童
・
生
徒
が
お

か
れ
て
い
る
環
境
の
問
題
が
複
雑
に
絡

み
あ
っ
て
い
ま
す
。そ
の
解
決
の
た
め

に
、ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

は
、問
題
を
抱
え
る
生
徒
が
お
か
れ
た

環
境
へ
の
働
き
か
け
や
関
係
機
関
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
、学

校
内
に
お
け
る
チ
ー
ム

体
制
を
構
築
す
る
な
ど

の
活
動
を
し
ま
す
。ま
た
、

児
童
・
生
徒
へ
の
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
、教
職
員
な
ど
へ
の
研
修

活
動
に
参
加
す
る
よ
う
な
業
務
も
あ
り

ま
す
。 

　
そ
の
成
果
は
、ま
だ
定
か
で
は
な
く
、

把
握
し
て
い
ま
せ
ん
。今
後
、情
報
を
収

集
し
、そ
の
成
果
に
つ
い
て
も
検
証
し

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

　
学
校
の
先
生
方
の
負
担
が
非
常
に
大

き
い
こ
と
は
、重
々
承
知
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
問
題
は
昔
も
あ
り
ま
し
た
が
、

今
は
ま
す
ま
す
多
様
化
し
て
い
る
気
が

し
ま
す
。先
生
方
も
保
護
者
の
相
談
、子

ど
も
た
ち
の
相
談
で
は
、ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
制
度
を
活
用
し
、相
談
に

関
す
る
研
修
等
を
積
ん
で
い
ま
す
。 

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の

必
要
性
は
、十
分
に
感
じ
て
い
ま
す
の

で
、現
在
、市
町
村
の
教
育
委
員
会
連
絡

協
議
会
の
中
で
、県
に
配
置
を
要
望
し

て
い
ま
す
。 

 

　
　
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
の
支
援
の
充

実
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

・
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
活
用

事
業
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　 

・
教
職
員
の
み
で
は
難
し
い
こ
と
も
ス
ク

ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
配
置
に
よ

り
、
児
童
は
も
と
よ
り
家
族
も
安
定
し
た

と
聞
く
が
、
そ
の
目
的
と
内
容
、
そ
の
成

果
に
つ
い
て
　
　
　
　
　 

・
教
職
員
や
児
童
の
負
担
減
と
な
り
、
し

か
も
、
教
育
相
談
機
能
が
向
上
す
る
と
聞

く
が
、
本
市
の
小
中
学
校
へ
の
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
配
置
に
つ
い
て 

 

問 答 

子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
の 

　
　
　
　
　
　
　
機
能
に
つ
い
て 

子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
の 

　
　
　
　
　
　
　
機
能
に
つ
い
て 

高
　
山
　
や
す
子 

　
　
子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
親
子

が
気
軽
に
遊
べ
、悩
み
の
相
談
や
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
へ
の
情
報
発
信
の
場

所
と
思
わ
れ
る
が
現
状
は 

・
業
務
の
中
に
就
学
前
の
親
子
を
対
象
と

し
た
エ
ン
ゼ
ル
教
室
や
小
学
生
を
対
象
と

し
た
チ
ャ
レ
ン
ジ
ル
ー
ム
の
運
営
が
さ
れ

て
い
た
と
思
う
が
現
状
は 

問 答 

   

　 
                   

　
　
子
ど
も
情
報
セ
ン
タ
ー
は
、
子
育
て 

家
庭
の
支
援
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
す

こ
や
か
交
流
プ
ラ
ザ
内
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
子
育
て
に
不
安
を
持
つ
保
護
者
に

情
報
を
提
供
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
を
受

け
る
場
と
し
て
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
構
築
す
る
取
り
組
み
を
行

っ
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
市

内
の
子
育
て
サ
ー
ク
ル
等
の

活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、

お
互
い
の
交
流
を
図
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
、
子
ど
も
情

報
セ
ン
タ
ー
と
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の

職
員
を
派
遣
す
る
出
前
講
座
を
充
実
さ
せ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
エ
ン
ゼ
ル
教
室
は
、
３
歳
ま
で
の
児
童

と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
季
節
の
行
事
を

取
り
入
れ
な
が
ら
親
子
遊
び
が
で
き
る
場
、

ま
た
、
育
児
の
悩
み
や
不
安
を
話
せ
る
場

と
し
て
、
平
成
20
年
度
ま
で
公
民
館
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
き
ま

し
た
。
し
か
し
、
地
域
の
近
く
の
場
所
で
、

自
分
た
ち
仲
間
で
集
ま
り
、
喜
び
を
共
有

し
よ
う
と
い
う
希
望
が
強
い
事
も
あ
り
、

今
後
は
エ
ン
ゼ
ル
教
室
が
出
来
た
時
の
趣

旨
を
し
っ
か
り
と
考
え
て
、
自
主
的
な
活

動
の
支
援
を
強
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
チ
ャ
レ
ン
ジ
ル
ー
ム
は
、
主
に
小
学
生

を
対
象
と
し
て
料
理
や
工
作
の
教
室
、
オ

セ
ロ
や
将
棋
な
ど
の
ゲ
ー
ム
大
会
を
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
で
開
催
し
、

児
童
の
居
場
所
づ
く
り
を
目
的
に
平
成
20

年
度
ま
で
実
施
し
て
き
ま
し
た
。 

　
し
か
し
な
が
ら
、
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
は
、
地
域
で
子
ど
も
を
育
て
る
視
点

の
な
か
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
ど
で
取
り

組
む
事
業
と
市
の
責
任
で
実
施
す
べ
き
事

業
の
整
理
が
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考
え
ま

す
。 
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小
中
学
校
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
発
症
状
況
は
、
９
月
２
５
８
人
、

10
月
１
、
４
８
９
人
、
11
月
１
、
３
５

７
人
で
す
。
学
級
閉
鎖
は
、
９
月
13
ク

ラ
ス
、
10
月
１
３
２
ク
ラ
ス
、
11
月
46

ク
ラ
ス
で
す
。
10
月
に
急
増
し
ま
し
た

が
、
11
月
に
は
約
１
割
程
度
減
少
し
ま

し
た
。
複
数
回
の
学
級
閉
鎖
を
し
た
ク

ラ
ス
は
14
ク
ラ
ス
で
、
２
回
な
い
し
３

回
の
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
授
業
時
間

数
の
確
保
は
、
年
度
当
初
か
ら
学
習
指

導
要
領
に
定
め
た
授
業
時
間
数
を
上
回

る
設
定
を
し
て
い
る
の
で
、
そ
の
余
裕

時
間
を
充
て
て
対
応
を
し
て
い
ま
す
。 

　
保
育
所
で
の
発
症
状
況
は
、
11
月
30

日
現
在
、
３
４
６
名
で
す
。
ク
ラ
ス
閉

鎖
は
９
園
19
ク
ラ
ス
で
、
１
園
が
休
園

し
て
い
ま
す
。
11
月
下
旬
か
ら
ク
ラ
ス

閉
鎖
を
す
る
園
が
急
増
し
、
12
月
に
６

園
７
ク
ラ
ス
が
学
級
閉
鎖
し
、
発
症
者

の
増
加
を
危
惧
し
て
い
ま
す
。 

　
高
齢
者
福
祉
施
設
で
の
集
団
発
生
の

報
告
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
予
防
接
種
は
、
非

法
定
接
種
で
す
の
で
、

接
種
費
用
は
個
人
負
担

と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
今
回
は
予
防

接
種
の
目
的
に
照
ら
し
、
予
防
接
種
法

の
定
期
接
種
に
準
じ
て
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
は
費
用
負
担
軽
減
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
は
、
子
ど
も
に
対
す
る
有
効
性
に
つ

い
て
の
調
査
研
究
が
不
十
分
で
あ
り
、

妊
婦
に
対
し
て
は
調
査
成
績
が
十
分
に

集
積
さ
れ
て
な
い
た
め
、
法
の
対
象
疾

患
や
接
種
勧
奨
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。 

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
接
種
費
用

は
、
国
が
法
定
予
防
接
種
と
位
置
付
け
、

努
力
義
務
を
課
し
た
場
合
、
公
費
負
担

が
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
現
在
の

と
こ
ろ
妊
婦
及
び
未
就
学
児
、
高
齢
者

の
公
費
負
担
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。 

　
今
回
の
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予

防
接
種
は
、
国
が
事
業
主
体
で
行
っ
て

い
ま
す
が
、
今
後
状
況
が
変
わ
り
市
町

村
が
事
業
主
体
と
な
れ
ば
、
筑
紫
地
区

全
体
で
協
議
し
、
公
費
負
担
も
検
討
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
予
防
接
種
費
用
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
公
費
負
担
を 

新
型
イ
ン
フ
ル
予
防
接
種
費
用
の 

　
　
　
　
　
　
　
　
公
費
負
担
を 

関
　
岡
　
俊
　
実 

　
　
教
育
・
福
祉
関
係
施
設
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
動
向
と
今
後
の
推
移

に
つ
い
て 

・
妊
婦
及
び
未
就
学
児
、
高
齢
者
の
予

防
接
種
の
公
費
負
担
に
つ
い
て
　
　
　 

・
実
施
主
体
と
公
費
負
担
に
関
わ
る
指

針
に
つ
い
て 

問 答 

請
願
書
（
陳
情
書
）
の
様
式
例 

○
　
請
願
書
（
陳
情
書
）
は
、
左
図
の
様
式
例
の
と
お
り
で
す
。 

○
　
請
願
は
、
所
管
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
さ
れ
ま
す
が
、
陳
情
は
、
写
し
の

　
　
配
布
の
み
と
な
り
ま
す
。 

　
　
※
陳
情
の
場
合
は
、
紹
介
議
員
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

○
　
請
願
の
審
議
結
果
に
つ
い
て
は
、
後
日
請
願
者
に
通
知
し
ま
す
。 

※この様式は、大野城市議会ホームページからダウンロードできますの 
　で、ご利用ください。 

表　　紙 内　　容 
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プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
は
、
２
月
10
日
、

11
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
自

治
体
の
首
長
会
議
の
ほ
か
に
、
大
野
城

跡
の
現
地
見
学
会
を
行
い
、
ま
ど
か
ぴ

あ
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
サ
ミ
ッ
ト
宣
言

の
採
択
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、「
大

野
城
の
舞
」、「
大
野
城
の
響
き
」、
市

内
小
中
学
校
各
１
校
に
よ
る
学
習
発
表
、

中
学
校
代
表
校
に
よ
る
旗
の
舞
の
披
露
、

九
州
歴
史
資
料
館
館
長
に
よ
る
記
念
講
演
、

市
民
劇
団
迷
子
座
に
よ
る
演
劇
公
演
な

ど
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
に

も
サ
ミ
ッ
ト
期
間
を
通
し
て
刊
行
予
定

の
単
行
本
「
大
野
城
物
語
」

の
販
売
や
、
大
野
城
跡

と
史
跡
牛
頸
須
恵
器
窯

跡
群
の
資
料
展
示
な
ど

を
行
う
予
定
で
す
。 

　
サ
ミ
ッ
ト
は
、
９
月
に
行
い
、
朝
鮮

式
と
神
籠
石
系
の
山
城
所
在
地
の
自
治

体
が
共
同
し
て
開
催
す
る
本
格
的
な
会

議
と
し
て
、
山
城
の
保
存
と
活
用
に
つ

い
て
意
見
交
換
を
行
い
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

　
事
業
内
容
は
、
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
の
取

り
組
み
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
イ
ベ
ン

ト
会
場
を
大
文
字
公
園
と
し
「
お
お
の

大
文
字
ま
つ
り
」
と
も
連
携
し
ま
す
。

子
ど
も
を
中
心
と
し
た
鑑
賞
型
の
祭
り

を
展
開
し
、
多
く
の
市
民
の
方
に
参
加

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
主
な
も
の
は
、
「
大
野
城
の
響
き
」

の
演
舞
や
古
代
食
等
の
山
城
ブ
ラ
ン
ド

の
コ
ン
テ
ス
ト
、
単
行
本
「
大
野
城
物

語
」
の
登
場
人
物
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
、

「
大
野
城
物
語
」
を
モ
チ
ー
フ
と
し
た

野
外
鑑
賞
型
の
祭
り
「
大
野
城
物
語
」

シ
ョ
ー
、
市
民
劇
団
迷
子
座
に
よ
る
「
大

野
城
物
語
」
の
公
演
、
参
加
者
と
鑑
賞

者
全
員
が
参
加
す
る
大
野
城
の
舞
の
総

踊
り
な
ど
を
計
画
し
て
い
ま
す
。 

　
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
は
１
、
５
０
０
人
、

サ
ミ
ッ
ト
は
３
、
０
０
０
人
ほ
ど
の
参

加
者
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。 

　
本
市
の
新
し
い
文
化
と
伝
統
を
市
民

協
働
で
展
開
す
る
た
め
に
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
ま
す
。 

 

日
本
最
古
の
山
城 

　
　
　
　
　
大
野
城
を
活
か
す 

日
本
最
古
の
山
城 

　
　
　
　
　
大
野
城
を
活
か
す 

　
　
高
　
橋
　
龍
　
雄 

　
　
古
代
山
城
サ
ミ
ッ
ト
と
大
野
城
市

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て 

・
サ
ミ
ッ
ト
及
び
プ
レ
サ
ミ
ッ
ト
の
具 

体
的
事
業
内
容
と
準
備
進
捗
状
況
　
　 

・
本
事
業
の
意
義
、
効
果
（
市
民
参
画
、

協
働
、
共
助
の
ま
ち
づ
く
り
に
ど
う
資

す
る
か
）
　
　
　
　
　
　
　 

・
事
業
規
模
（
団
体
・
参
加
者
数
） 

・
市
民
の
理
解
と
参
加
協
力
や
議
会
の

協
力
に
つ
い
て 

問 答 

市
内
商
店
街
の
活
性
化
と 

　
　
　
今
後
の
錦
町
商
店
街
は
？ 

市
内
商
店
街
の
活
性
化
と 

　
　
　
今
後
の
錦
町
商
店
街
は
？ 

岡
　
部
　
和
　
子 

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
効
果
及
び

影
響
に
つ
い
て 

・
商
店
街
活
性
化
に
対
す
る
国
県
等
の

支
援
制
度
の
有
無
に
つ
い
て
　
　
　
　 

・
商
店
街
の
自
助
努
力
に
対
す
る
活
性

化
へ
向
け
た
市
の
支
援
策
に
つ
い
て
　 

・
市
内
商
店
街
の
現
状
と
問
題
点
に
つ

い
て
　 

 

問 

   

　
　
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は
、
地
元
の

登
録
店
舗
で
確
実
に
使
用
さ
れ
て
い
ま

す
。
５
月
に
販
売
さ
れ
た
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
発
行
の
換
金
率
は
約
98
％
で

す
。
ま
た
、
11
月
26
日
ま
で
の
登
録
店

舗
数
は
、
４
１
０
件
で
す
。 

　
商
店
街
街
路
灯
照
明
事
業
補
助
金
は
、

商
工
会
を
通
じ
、
南
ケ
丘
、
白
木
原
、

錦
町
の
３
商
店
会
に
街
路
照
明
灯
の
電

気
料
金
の
一
部
を
支
援
し
て
い
ま
す
。 

　
市
か
ら
商
工
業
振
興
事
業
費
補
助

金
の
交
付
を
受
け
た
商
工
会
で
は
、

商
店
会
が
取
り
組
む
活
性
化
事
業
に

予
算
を
確
保
し
、
商
店
街
連
合
会
の

事
業
「
ま
ち
か
ど
美
術
館
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
事
業
」
「
産
学
連
携
に
よ
る

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
事
業
」
な
ど
へ
の

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
下
大
利
駅
西
口
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

は
、
平
成
13
年
に
地
元
の
有
志
に
よ
り

発
足
し
ま
し
た
。
下
大
利
駅
西
口
を
安

全
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る

ま
ち
と
す
る
た
め
に
27

回
の
研
究
会
を
開
催
し
、

平
成
17
年
に
下
大
利
駅

西
口
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
と
名
称
を
変
更
、
協
議
会
の
開
催
や

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
の
春
日
原
駅

か
ら
下
大
利
駅
間
の
連
続
立
体
交
差

事
業
は
、
平
成
13
年
10
月
に
都
市
計

画
決
定
さ
れ
て
、
平
成
16
年
２
月
に

事
業
認
可
、
県
事
業
と
し
て
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
13
年
４
月
に
西

鉄
天
神
大
牟
田
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く

り
計
画
が
策
定
さ
れ
、
生
活
幹
線
道

路
の
整
備
と
し
て
白
木
原
下
大
利
線
、

春
日
原
駅
前
線
の
整
備
、
駅
前
広
場

や
歩
行
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す

る
な
ど
、
高
架
事
業
に
あ
わ
せ
て
順

次
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
西
鉄
天
神
大
牟
田
線
の
連
続
立
体
交

差
事
業
に
と
も
な
い
錦
町
商
店
街
通
り

の
踏
切
が
な
く
な
る
の
で
、
人
や
車
の

流
れ
に
変
化
が
生
じ
る
こ
と
が
、
十
分

予
想
さ
れ
ま
す
。 

　
錦
町
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
春
日

市
域
も
含
め
た
と
こ
ろ
で
一
体
的
に
検

討
し
、
ま
ず
は
、
下
大
利
駅
西
口
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
の
よ
う
な
組
織
を
つ
く

り
、
地
元
と
市
が
一
緒
に
な
っ
て
錦
町

地
区
が
安
全
で
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

と
な
る
よ
う
検
討
し
、
そ
の
組
織
づ
く

り
は
今
後
地
元
と
充
分
に
協
議
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。 

答 

 

大野城石碑

大野城礎石碑
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丸
　
山
　
惠
美
子 

　
　
動
物
と
の
共
生
に
つ
い
て 

・
犬
の
ふ
ん
害
防
止
条
例
に
つ
い
て 

・
犬
の
し
つ
け
方
教
室
に
つ
い
て 

・
ド
ッ
グ
ラ
ン
設
置
の
構
想
に
つ
い
て 

 

問 　
　
本
市
で
は
、
第
５
次
大
野
城
市
総

合
計
画
の
な
か
で
「
安
心
で
や
す
ら
ぎ

の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
す
た
め
、
平
成

25
年
ま
で
に
、
仮
称
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
条

例
を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

犬
の
ふ
ん
害
防
止
条
例
は
、
他
の
迷
惑

行
為
と
と
も
に
こ
の
条
例
の
中
で
網
羅

す
る
よ
う
に
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。 

　
犬
の
し
つ
け
方
教
室
は
、
出
前
講
座

の
一
環
と
し
て
、
行
政
区
か
ら
の
要
望

に
基
づ
き
実
施
し
て
い
ま
す
。
　 

　
今
年
度
は
６
月
と
11
月
の
２
回
、
月

の
浦
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
教
室

は
、
犬
の
し
つ
け
の
専
門
員
が
必
要
な

た
め
、
筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
と

財
団
法
人
福
岡
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

犬
の
し
つ
け
方
教
室
を
増
や
す
こ
と
は
、

地
元
か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
随
時
対

応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
   

　
ま
た
、
犬
の
し
つ
け

方
教
室
の
Ｐ
Ｒ
は
、
年

に
１
回
広
報
に
掲
載
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
、

掲
載
回
数
を
増
や
す
こ

と
な
ど
も
検
討
し
て
、
行
政
区
長
会
な

ど
で
も
説
明
を
行
い
な
が
ら
周
知
に
努

め
て
い
き
ま
す
。 

　
ド
ッ
グ
ラ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
故

を
防
ぐ
た
め
に
多
く
の
決
ま
り
ご
と
が

必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
飼
い
主

の
マ
ナ
ー
改
善
も
期
待
で
き
る
場
と
認

識
し
て
い
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
本
市
で

の
ド
ッ
グ
ラ
ン
施
設
の
整
備
の
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
地
域
や
愛
犬
家
、
ペ

ッ
ト
に
精
通
し
た
方
々
に
よ
る
管
理
運

営
に
関
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ

が
立
ち
上
が
る
な
ど
、
環
境
が
整
え
ば
、

ど
の
よ
う
な
支
援
が
で
き
る
か
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 
 

答 
動
物
と
の
共
生
に
つ
い
て 

動
物
と
の
共
生
に
つ
い
て 

 

市
民
の
団
体
や
学
校
等
を
対
象
と
し
た 

出
前
講
座
「
議
会
の
し
く
み
」
も
随
時
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
議
会

事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

新
規
採
用
職
員
を
対
象
と
し
た 

議
会
研
修
を
開
催
し
ま
し
た
！ 

大
野
城
市
議
会
の
取
り
組
み 

大
野
城
市
議
会
の
取
り
組
み 

　
今
回
、
市
役
所
に
新
規
採
用
さ
れ
た

職
員
を
中
心
に
19
名
の
職
員
が
受
講
し

ま
し
た
。
こ
の
研
修
は
、
市
人
事
法
制

課
か
ら
の
申
し
出
で
、
職
員
の
資
質
向

上
研
修
の
一
環
と
し
て
、
市
政
の
重
要

課
題
等
を
議
論
す
る
市
議
会
へ
の
理
解

を
深
め
る
目
的
で
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
12
月
定
例
会
前
の
11
月
25
日
に
議
場

に
て
事
前
講
義
を
受
け
た
の
ち
、
12
月

10
日
、
11
日
の
一
般
質
問
を
実
際
に
傍

聴
し
ま
し
た
。 

　
初
め
て
体
験
す
る
議
会
で
し
た
が
参

加
し
た
職
員
の
議
会
に
対
す
る
理
解
が

深
ま
っ
た
研
修
と
な
り
ま
し
た
。 

              

事
前
講
義
を
受
講
し
て
　
　
　
　
　
　 

　
都
市
計
画
課
　
　
　
小
笠
原 

靖
二 

  

　 
  

　
入
庁
し
て
、
約
８
ヶ
月
た
ち
ま
し
た

が
、
な
か
な
か
議
会
な
ど
に
関
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、

今
回
の
研
修
で
、
議
会
が
ど
う
い
う
仕

組
み
で
動
い
て
い
る
の
か
が
よ
く
理
解

で
き
ま
し
た
。 

傍
聴
研
修
を
受
講
し
て
　
　
　
　
　
　 

　
区
画
整
理
課
　
　
　
鈴
木 

章
雄 

     

　
議
員
の
方
は
、
他
市
町
村
の
施
策
な

ど
を
見
る
た
め
、
様
々
な
場
所
に
視
察

に
行
き
、
そ
れ
を
も
と
に
質
問
し
て
い

ま
し
た
。
他
の
良
い
と
こ
ろ
は
取
り
入

れ
、
現
状
よ
り
も
さ
ら
に
住
み
よ
い
市

に
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
議

員
の
方
々
か
ら
伝
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

全
体
的
に
緊
張
感
も
感
じ
ま
し
た
。 

      

議場での研修風景 
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中
学
校
・
高
等
学
校
で
は
、
外
国

の
言
語
や
文
化
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

外
国
語
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
、
国
際
社
会
で
活
躍
で
き
る

人
材
の
育
成
を
目
的
と
し
て
、
外
国
語

教
育
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
小
学
校
５
・
６
年
生
に
外
国
語
活
動

が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
中
学
校
、
高
等

学
校
で
育
成
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
の
素
地
を
つ
く
る
た
め
と
考
え

て
い
ま
す
。 

　
平
成
15
年
頃
か
ら
小
学
校
の
総
合
的

な
学
習
の
時
間
で
、
英
語
活
動
が
取
り

入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
県
で
は
、
平

成
16
年
度
に
英
語
活
動
の
年
間
指
導
計

画
作
成
の
指
針
と
し
て
指
導
資
料
を
発

刊
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
文
部
科
学
省

は
、
児
童
用
に
英
語
ノ
ー
ト
を
配
布
し
、

指
導
者
用
に
は
指
導
資
料

や
教
材
Ｃ
Ｄ
な
ど
も
提
供

し
て
い
ま
す
。 

　
本
市
で
は
、
学
校
毎
に

教
材
を
工
夫
し
、
情
報
交

換
し
な
が
ら
徐
々
に
実
践
例
を
増
や
し

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
ま
だ
十
分
と

は
言
え
ず
、
準
備
状
況
に
学
校
間
の
差

も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
学
年
を
担
任

し
た
経
験
が
少
な
い
教
師
も
お
り
、
英

語
活
動
の
実
践
経
験
が
乏
し
い
こ
と
が

考
え
ら
れ
ま
す
。 

　
本
市
で
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
小
学

校
担
当
の
外
国
人
指
導
者
を
配
置
し
、

現
在
、
小
学
校
を
３
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
、

各
１
名
を
配
置
し
て
い
ま
す
。
　 

　
大
野
南
小
学
校
は
英
語
活
動
の
先
行

実
施
校
と
し
て
、
実
践
さ
れ
た
事
例
や

教
材
な
ど
を
各
学
校
に
広
げ
る
な
ど
、

内
容
面
、
方
法
面
な
ど
で
情
報
提
供
し

て
い
ま
す
。 

　
平
成
23
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
て

各
学
校
で
は
、
リ
ー
ダ
ー
養
成
や
年
間

５
回
の
教
員
研
修
な
ど
を
計
画
的
に
進

め
て
い
ま
す
。 

　 

田
　
中
　
健
　
一 

　
　
英
語
教
育
の
意
義
・
目
的
に
つ
い

て ・
小
学
校
５
・
６
年
生
に
英
語
教
育
を

導
入
す
る
目
的
・
内
容
に
つ
い
て
　
　 

・
小
学
校
５
・
６
年
生
に
英
語
教
育
導

入
の
準
備
状
況
に
つ
い
て
　
　
　
　
　 

・
現
段
階
に
於
け
る
導
入
に
向
け
て
の

問
題
点
や
課
題
に
つ
い
て
　
　
　
　
　 

・
そ
の
問
題
点
や
課
題
を
解
決
す
る
た

め
に
、
市
の
物
的
・
人
的
等
の
支
援
に

つ
い
て 

 

問 答 

      

　
　
本
市
で
は
、
平
成
16
年
３
月
に
策

定
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
に

基
づ
き
、
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
す

る
環
境
へ
の
負
荷
が
小
さ
い
持
続
可
能

な
循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
廃
棄
物
の
発
生
、
排
出
抑
制
、

分
別
収
集
や
資
源
ご
み
回
収
、
再
資
源

化
を
推
進
し
て
い
ま
す
。 

　
不
燃
ご
み
処
理
は
、
春
日
大
野
城
衛

生
施
設
組
合
で
適
正
処
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。 

　
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理
は
、
平
成
15

年
11
月
か
ら
、
福
岡
市
に
委
託
し
て
い

ま
す
。
焼
却
処
理
後
の
灰
は
大
野
城
環

境
処
理
セ
ン
タ
ー
で
埋
め
立
て
処
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
野
城
環
境
処

理
セ
ン
タ
ー
に
は
、
昭
和
55
年
に
供
用

開
始
し
た
最
終
処
分
場
（
計
画
埋
め
立

て
容
量
に
達
し
、
現
在
で
は
最
終
処
分

場
の
廃
止
基
準
に
基
づ
く
最
終
覆
土
等

の
工
事
を
完
了
）
と
平
成
17
年
か
ら
供

用
開
始
し
た
２
つ
の
最
終
処
分
場
が
あ

り
ま
す
。 

　
現
在
、
最
終
処
分
場
で
は
、
二
重
シ

ー
ト
・
漏
水
検
知
シ
ス
テ

ム
を
備
え
、
安
全
・
安
心

な
施
設
と
し
て
整
備
し
埋

め
立
て
を
し
て
い
ま
す
。 

　
「
ゼ
ロ
・
ウ
ェ
イ
ス
ト
」 

は
、
ご
み
を
ゼ
ロ
に
す
る
た
め
の
取
り

組
み
と
理
解
し
て
い
ま
す
。 

　
本
市
で
は
、
ご
み
減
量
及
び
リ
サ
イ

ク
ル
を
推
進
し
、
ご
み
の
６
分
別
、
生

ご
み
処
理
機
や
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
の
購
入
補
助
、
古
紙
等
の
集
団
回
収

の
奨
励
金
制
度
を
定
め
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。 

　
さ
ら
な
る
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
推
進
す
る
た
め
に
、
出
前
講
座
の

回
数
を
増
や
す
と
と
も
に
、
小
学
生
対

象
に
本
市
の
ご
み
問
題
を
一
緒
に
考
え

る
場
を
つ
く
っ
て
い
く
な
ど
、
市
民
や

事
業
者
の
方
々
へ
お
知
ら
せ
を
し
な
が

ら
、
理
解
し
て
い
た
だ
き
、
地
球
に
残

さ
れ
た
貴
重
な
資
源
を
守
り
、
よ
り
よ

い
大
野
城
市
の
環
境
を
次
世
代
に
引
き

継
ぐ
た
め
に
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

 

赤
井
田
八
千
代 

　
　
廃
棄
物
処
理
と
大
野
城
環
境
処
理
セ 

ン
タ
ー
一
般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
現

状
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

・
１
０
０
％
リ
サ
イ
ク
ル
「
ゼ
ロ
・
ウ

ェ
イ
ス
ト
」
に
つ
い
て 

問 答 よ
り
良
い
環
境
を 

　
　
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に 

小
学
校
へ
の 

　
　
英
語
教
育
導
入
に
つ
い
て 

よ
り
良
い
環
境
を 

　
　
次
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に 

小
学
校
へ
の 

　
　
英
語
教
育
導
入
に
つ
い
て 
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市
で
対
応
し
た
平
成
21
年
（
４
月

〜
11
月
迄
）
の
虐
待
事
案
は
、
身
体
的

虐
待
が
10
件
、
心
理
的
虐
待
が
８
件
、

性
的
虐
待
が
２
件
、
育
児
放
棄
が
41
件

の
計
61
件
で
す
。
な
か
に
は
幾
つ
も
同

時
に
受
け
て
い
る
事
案
も
あ
り
ま
す
。 

　
市
で
は
、
子
ど
も
相
談
セ
ン
タ
ー
の

家
庭
児
童
相
談
員
や
主
任
児
童
委
員
な

ど
が
自
宅
訪
問
し
、
ま
ず
児
童
の
安
全

確
認
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
も
、
家
庭

児
童
相
談
員
に
よ
る
保
護
者
へ
の
面
談

も
含
め
、
継
続
的
に
民
生
児
童
委
員
や

関
係
機
関
が
児
童
の
安
全
確
認
や
経
過

確
認
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
き
ま
す
。 

　
市
内
及
び
筑
紫
野
警
察
署
管
内
の
少

年
の
薬
物
使
用
の
検
挙
件
数
は
、
公
表

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
県
内
の
件
数
に
つ

い
て
は
、
福
岡
県
警
の
資
料
か
ら
平
成

20
年
中
の
シ
ン
ナ
ー
等
乱
用
少
年
は

１
６
３
人
（
中
学
生
・
高
校
生
39
人
・

有
職
少
年
61
人
・
無
職
少

年
63
人
）
、
覚
せ
い
剤
乱

用
少
年
は
23
人
（
中
学
生
・

高
校
生
３
人
・
有
職
少
年

７
人
・
無
職
少
年
13
人
）

と
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
下
の
少
年

に
よ
る
薬
物
使
用
は
、
減
少
傾
向
に
あ

る
よ
う
で
す
。 

　
薬
物
乱
用
防
止
Ｐ
Ｒ
と
し
て
は
、
７

月
に
行
わ
れ
た
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
市
民
大
会
で
、
「
青
少
年
は
今

〜
薬
物
乱
用
防
止
の
現
状
と
は
〜
」
の

講
演
会
を
行
い
ま
し
た
。
小
中
学
校
で

は
、
学
級
参
観
の
機
会
に
中
学
生
や
小

学
５
・
６
年
生
の
保
健
、
小
学
４
年
生

以
下
で
は
学
級
活
動
の
時
間
に
、
そ
れ

ぞ
れ
薬
物
乱
用
防
止
の
授
業
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

　
今
後
は
、
大
人
も
子
ど
も
も
変
わ
ろ

う
会
議
（
第
２
部
会
）
で
、
思
春
期
（
中

学
生
）
の
家
庭
の
モ
デ
ル
づ
く
り
の
チ

ラ
シ
を
作
成
す
る
な
か
で
、
薬
物
乱
用

を
防
止
す
る
協
議
資
料
と
し
て
提
案
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
「
夢
と
み
ら
い
の
子
ど
も
プ
ラ
ン
」

を
宣
言
や
条
例
制
定
す
る
考
え
は
、
現

時
点
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
「
愛

し
て
い
ま
す
！
大
野
城
っ
子
宣
言
」
の

よ
う
な
わ
か
り
や
す
い
形
で
、
プ
ラ
ン

の
精
神
を
、
子
ど
も
を
含
め
市
民
の
皆

さ
ん
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
は
、
大
変
有
効

だ
と
思
い
ま
す
。
今
後
、
大
人
も
子
ど

も
も
変
わ
ろ
う
会
議
の
な
か
で
協
議
し

た
い
と
考
え
ま
す
。 

 　
　
子
ど
も
へ
の
虐
待
の
状
況
把
握
及

び
市
で
の
対
応
体
制
に
つ
い
て 

・
未
成
年
の
薬
物
使
用
の
状
況
及
び
被

害
防
止
の
保
護
者
へ
の
啓
発
に
つ
い
て 

・
こ
ど
も
部
と
し
て
、
子
ど
も
を
守
り

育
て
る
た
め
の
「
夢
と
み
ら
い
の
子
ど

も
プ
ラ
ン
」
を
市
の
青
少
年
施
策
の
柱

と
な
る
宣
言
や
条
例
制
定
す
る
考
え
方

に
つ
い
て 

 

問 答 子
ど
も
の
み
ら
い
を 

　
　
守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り 

子
ど
も
の
み
ら
い
を 

　
　
守
り
育
て
る
環
境
づ
く
り 

安
　
成
　
惠
　
子 

？ 
一
般
質
問
と
は
？

一
般
質
問
と
は
？ 

一
般
質
問
と
は
？ 

議
会
の
こ
こ
が
知
り
た
い
（
第
９
回
） 

        

　
市
議
会
は
、市
の
執
行
機
関
に
対

す
る
監
視
機
能
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、

執
行
部
が
行
う
一
般
事
務
に
関
す
る

質
問
を
行
い
、執
行
部
の
見
解
な
ど

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

本
市
議
会
で
の
一
般
質
問 

 

① 

一
般
質
問
は
、定
例
会
の
み
で
行

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
　（
３
月
、６
月
、９
月
、12
月
に
行

わ
れ
ま
す
。） 

 

② 

あ
ら
か
じ
め
発
言
通
告
書
を
提

出
し
ま
す
。 

　
　（
一
般
質
問
を
希
望
す
る
議
員
は
、

発
言
通
告
書
を
あ
ら
か
じ
め
議

長
に
提
出
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
　
　
ま
た
、発
言
通
告
書
に
は
、そ

の
要
旨
に
つ
い
て
具
体
的
に
記

載
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、正
確
な
答
弁
を
期
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。） 

  

③ 

本
市
の
一
般
質
問
で
議
員
が
質

問
で
き
る
時
間
は
、申
し
合
わ
せ

で
30
分
と
決
ま
っ
て
い
ま
す
。 

　
　(

30
分
は
議
員
の
質
問
時
間
で
、

執
行
部
の
回
答
時
間
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。) 

 

④ 

一
般
質
問
の
状
況
は
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
ま
す
。 

　
　（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
加
入
し

て
い
る
人
は
ぜ
ひ
活
用
く
だ
さ
い
。） 

 

⑤ 

一
般
質
問
を
含
め
た
本
会
議
の

内
容
を
議
場
傍
聴
席
か
ら
傍
聴

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
　（
本
会
議
傍
聴
の
定
員
は
72
名

で
す
。） 

 

⑥ 

一
般
質
問
の
内
容
を
含
め
た
本

会
議
の
会
議
録
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。 

　
　（
定
例
会
の
、約
3
ヵ
月
後
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
会
議
録
が
更
新

さ
れ
ま
す
。） 

 

⑦ 

３
月
の
定
例
会
及
び
市
長
改
選

後
の
定
例
会
で
は
、一
般
質
問
の

他
に
代
表
質
問
が
あ
り
ま
す
。 

　
　（
各
会
派
が
、市
長
の
施
政
方
針

や
所
信
表
明
を
中
心
に
見
解
を

求
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。） 
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現
行
の
地
方
自
治
制
度
は
、
地
方

自
治
体
の
首
長
と
議
会
議
員
を
と
も
に

住
民
が
直
接
選
挙
で
選
ぶ
二
元
代
表
制

で
す
。 

　
二
元
代
表
制
の
特
徴
は
、
議
会
、
首

長
が
と
も
に
住
民
を
代
表
す
る
こ
と
で

す
。
両
者
が
と
も
に
住
民
を
代
表
す
る

立
場
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
適
切
な

緊
張
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、
議
会
が
首

長
と
対
等
の
機
関
と
し
て
、
地
方
自
治

体
の
運
営
の
基
本
的
な
方
針
を
決
定
し
、

そ
の
執
行
を
監
視
し
、
ま
た
、
真
摯
で

活
発
な
議
論
を
通
し
て
、
政
策
形
成
の

場
と
な
る
こ
と
が
二
元
代
表
制
た
る
議

会
と
執
行
部
の
あ
り
方
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。 

　
一
般
質
問
に
際
し
て
、
事
前
の
協
議

で
す
が
、
通
告
内
容
に
基
づ
き
事
前
に

質
問
の
意
図
を
確
認
し
て
、
お
互
い
に

論
点
を
整
理
し
、
事
前
準
備
を
行
い
な

が
ら
、
本
会
議
場
で
の
答
弁
に
間
違
い

が
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

で
す
。
ま
た
、
議
員
の
皆

様
に
失
礼
が
な
い
よ
う
に
、

丁
寧
に
誠
実
に
答
弁
を
し

よ
う
と
い
う
、
そ
の
姿
で

あ
ろ
う
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

　
ど
こ
ま
で
協
議
を
し
た
ら
い
い
か
は
、

個
人
差
が
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
全
部

周
到
に
お
互
い
が
話
し
合
い
を
し
て
い

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
き
る
だ

け
我
々
が
準
備
を
行
い
、
き
ち
っ
と
し

た
答
弁
が
で
き
る
よ
う
に
、
我
々
は
我
々

な
り
の
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

も
う
こ
れ
以
上
協
議
に
来
る
な
と
言
わ

れ
ま
し
た
ら
、
そ
れ
以
上
は
行
け
ま
せ

ん
の
で
、
何
と
か
最
低
限
、
本
会
議
場

で
の
真
摯
な
お
互
い
の
議
論
が
で
き
る

た
め
の
お
互
い
の
歩
み
寄
り
を
お
願
い

し
た
い
と
思
い
ま
す
。 
 

　
　
市
長
は
、
議
会
（
チ
ェ
ッ
ク
機
関
）

と
執
行
部
（
執
行
機
関
）
と
の
関
係
に

つ
い
て
、
ど
う
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る

か ・
現
在
の
一
般
質
問
の
あ
り
様
は
、
（
議

員
と
執
行
部
と
の
事
前
打
合
せ
）
、
議

会
活
性
化
の
た
め
に
改
善
す
べ
き
点
が

あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
市
長
の
考
え
は 

問 答 議
会
と
執
行
部
と
の
関
係
に
つ
い
て 

議
会
と
執
行
部
と
の
関
係
に
つ
い
て 

松
　
　
　
正
　
和 

崎立

　
　
本
市
の
現
状
で
す
が
、
工
事
に
お

け
る
看
板
は
、
工
事
現
場
の
安
全
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
表
示
を
し
て
い

ま
す
。
具
体
的
に
は
県
で
作
成
し
て
い

ま
す
工
事
現
場
に
お
け
る
表
示
施
設
等

の
設
置
基
準
を
参
考
に
し
て
、
工
事
内

容
、
工
事
期
間
、
工
事
種
別
、
施
工
主

体
、
施
工
業
者
を
表
示
し
た
看
板
を
設

置
し
て
い
ま
す
。 

　
ご
指
摘
の
よ
う
な
工
事
の
請
負
金
額

ま
で
は
表
示
し
て
い
ま
せ
ん
。 

　
議
員
か
ら
ご
提
示
さ
れ
ま
し
た
群
馬

県
の
太
田
市
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
は
市
独
自
で
平
成
14
年
ぐ
ら
い
か
ら

既
に
始
め
て
い
る
と
聞
き
ま
し
た
。
市

民
へ
の
情
報
の
提
供
と
い
う
意
味
合
い

か
ら
、
非
常
に
有
効
で
は
な
い
か
と
は

考
え
て
い
ま
す
。 

 

　
　
大
野
城
市
で
は
、
公
共
工
事
現
場

で
工
事
単
価
、
総
額
が
表
示
が
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
か 

問 答 

野
黒
美  

正  

壱 

公
共
工
事
現
場
看
板
の 

　
　
　
　
　
価
格
表
示
に
つ
い
て 

公
共
工
事
現
場
看
板
の 

　
　
　
　
　
価
格
表
示
に
つ
い
て 

（
平
成
21
年
11
月
５
日
　
群
馬
県
太
田
市
に
て
撮
影
） 
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本
市
の
遊
具
の
現
状
と
点
検
に
つ

い
て 

・
遊
具
診
断
の
基
準
に
つ
い
て
　
　
　 

・
事
故
防
止
対
策
に
つ
い
て 

問 

    
　
　
小
学
校
の
遊
具
は
、
ブ
ラ
ン
コ
・

す
べ
り
台
・
シ
ー
ソ
ー
・
ジ
ャ
ン
グ
ル

ジ
ム
な
ど
10
種
類
前
後
を
設
置
し
、
中

学
校
で
は
高
鉄
棒
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

設
置
年
は
、
月
の
浦
小
学
校
以
外
で
、

20
年
を
経
過
し
た
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、

詳
し
い
デ
ー
タ
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
幼
稚
園
・
保
育
所
に
は
、
鉄
棒
・
ブ

ラ
ン
コ
・
す
べ
り
台
・
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
な
ど
の
遊
具
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
ち
２
保
育
所
・
３
幼
稚
園
で
20

年
以
上
を
経
過
し
た
鉄
棒
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
他
20
年
以
上
を
経
過
し
た
遊
具
は

あ
り
ま
せ
ん
。 

　
今
後
は
、
幼
稚
園
や
保
育
所
及
び
小

中
学
校
の
遊
具
に
お
い
て
、
台
帳
を
作

成
管
理
す
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
ま
す
。 

　
公
園
等
の
遊
具
は
、
約
１
５
０
カ
所

の
公
園
の
う
ち
６
割
程
度
が
整
備
後
20

年
以
上
経
過
し
、
古
く
な
っ
て
い
ま
す
。

種
類
は
、
ブ
ラ
ン
コ
・
鉄
棒
・
す
べ
り

台
な
ど
22
種
類
、
計
４
５
０
基
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
平
成
21
年
度
に
は
、
補

助
工
事
で
３
公
園
・
単
費
工
事
で
２
カ

所
の
遊
具
を
更
新
し
て
い
ま
す
。 

　
国
土
交
通
省
の
都
市

公
園
に
お
け
る
遊
具
の

安
全
確
保
に
関
す
る
指

針
及
び
社
団
法
人
日
本

公
園
施
設
業
協
会
の
遊

具
の
安
全
に
関
す
る
基
準
に
基
づ
き
、

日
常
点
検
と
し
て
、
公
園
施
設
の
巡
回

点
検
を
行
う
公
園
管
理
の
専
門
員
を
２

名
配
置
し
、
目
視
、
触
手
な
ど
に
よ
る

異
常
、
劣
化
な
ど
の
有
無
を
調
べ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
年
一
回
は
福
岡
県
内
に

16
社
あ
る
社
団
法
人
公
園
施
設
業
協
会

加
盟
業
者
の
免
許
を
持
っ
た
専
門
業
者

に
点
検
を
委
託
し
て
い
ま
す
。 

　
す
べ
て
の
幼
稚
園
・
保
育
所
で
毎
日

ま
た
は
月
に
一
度
は
職
員
が
目
視
・
触

手
に
よ
る
点
検
を
し
て
い
ま
す
。
半
数

以
上
の
園
で
遊
具
の
安
全
点
検
簿
を
作

成
管
理
し
て
、
10
園
で
専
門
業
者
に
よ

る
定
期
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。 

　
小
中
学
校
は
、
教
務
課
が
専
門
業
者

と
年
一
回
の
点
検
、
巡
回
点
検
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
学
校
で
も
、
学
校
管

理
規
則
に
基
づ
き
、
月
一
回
の
点
検
と

必
要
に
応
じ
た
修
繕
を
し
て
い
ま
す
。 

　
園
児
が
遊
具
を
使
う
と
き
は
、
保
育

士
な
ど
が
見
守
り
危
険
な
遊
び
を
し
た

時
に
は
そ
の
都
度
注
意
を
し
て
い
ま
す
。 

　
学
校
で
は
低
学
年
期
に
、
生
活
科
の
授

業
で
遊
具
の
安
全
指
導
を
し
て
い
ま
す
。 

　
公
園
で
は
、
安
全
・
快
適
に
利
用
で

き
る
よ
う
に
、
注
意
看
板
の
設
置
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
広
報
で
の
啓
発

活
動
も
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

答 公
園
等
の
遊
具
診
断 

公
園
等
の
遊
具
診
断 松

　
下
　
真
　
一 



　静岡市は、清水市との合併を機に
平成12年度以降、日常の法律相談や
研修などの場を活用し、政策法務に
関する職員の意識啓発などに努め
ています。 
　その計画目標、期間は、「分権社会・
法化社会時代の政策法務の実現」の
ために政策法務管理を推進するこ
ととされており、期間を平成20年度
から24年度までの5年間と定めて
います。各年度の計画の達成状況は、
政策法務委員会における評価を踏
まえ、次年度の計画に反映させるこ
ととされています。 
　計画推進の考え方と基本方針に
ついては、市民の視点、適切な役割
分担、職員一人ひとりのリーガルマ

インド（法的思考）の向上、リーガル
リスクマネジメントの観点などの
上に立ったものとされています。 
　具体的には、①政策法務管理によ
る政策の実現と組織体制の構築②
政策法務情報の市民との共有の促
進③政策法務能力の高い人材育成
の確保④予防法務の充実と法令遵
守の徹底⑤紛争などの的確な処理
体制の確立などが掲げられています。 
　本市においても、平成21年施政方
針のなかに、政策法務機能の充実が
あげられています。 
　国の地方分権改革推進委員会の
第３次勧告で「義務付け・枠付けの
見直しと上書きを認める条例制定
権の拡充」が提言されたことを受けて、 

 
本市でも自己決定と自己責任のた
めの庁内体制の確立と政策法務の
推進が大切であると実感しました。 
※政策法務：法（条例）を政策実現の
　手段としてとらえ、地域特性に応
　じて、独自の条例を創る法的な活動 
※リーガルリスクマネジメント：組
　織が法的紛争を原因とする損失
　を負わないように対処すること 
その他視察テーマ・訪問先 
・地域コミュニティづくりの取り
　組みについて　 

静岡県菊川市 
・ＮＰＯ法人グラウンドワーク三
　島との協働事業について 

静岡県三島市 

　小平市では、平成16年度から18
年度まで小学校２校で文部科学省
の委託事業である「地域子ども教室
事業」を実施していました。平成19
年度からは「放課後子ども教室事業」
として市内５校でスタートし、平成
21年度では10校まで広がっていま
す。残り9校も含め最終的には市内
全小学校区で実施予定とのことです。
学校型での取り組みは、制度導入前
から学校にボランティアが多く入
っていたことから、学童クラブの子
どもたちも参加できるようにとの
ことでした。 
　現地視察を行った小平第4小学校 
では、平成20年度にミニバスケット
やよさこいなど13種の多様な活動

内容が延べ299回も実施され、
参加人数も延べ14,814人（子ども
10,564人、指導者713人、安全管理
421人、ボランティア1,367人、大
人1,749人）と大変充実していました。 
　小平市では昭和30年代からボラ
ンティアの素地が築かれていたこ
とでボランティアの協力が得られ
やすいこと、また市内に大学が６つ
あり、大学からの知識の提供や学生
の協力体制が整っていることも、こ
の事業の推進に大きく寄与してい
るようでした。　　　　　　　　　
　本市では平成21年度に下大利小
学校と南ヶ丘!区公民館において、
各々学校型・地域型の２つのタイプ
の「放課後子ども教室モデル事業」

を実施しています。今後はモデル事
業の検証と本格実施に向けた検討
を進めていくことになります。ボラ
ンティアの確保や、コーディネータ
ーなどの人材養成が課題になるで
しょうが、地域の大人も一緒に楽し
める活動にヒントがあるように感
じました。 
 
その他視察テーマ・訪問先 
・コミュニティスクール　学校運
　営協議会について　 

東京都三鷹市 
・保育ママ(家庭福祉)制度について 

東京都文京区 

行政視察 行政視察 行政視察 レポート レポート レポート 
「政策法務推進計画」 
について 
「政策法務推進計画」 
について 

静岡県　静岡市 

「放課後子ども教室」の 
取り組みについて 
「放課後子ども教室」の 
取り組みについて 

東京都　小平市 

総務市民 
委員会 
11月４日～６日 

福祉文教 
委員会 
11月16日～18日 

文京区での視察風景 
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「環境基本計画」の実行と 
「地球温暖化対策地域推進 
計画」について 

「環境基本計画」の実行と 
「地球温暖化対策地域推進 
計画」について 東京都　台東区 

　東京都台東区は、平成12年３月に
策定された「台東区環境基本計画」
また、平成17年2月に策定された「台
東区地球温暖化対策地域推進計画」
（京都議定書発効を受け、地方自治
体にも一層の取り組みが求められ
ている地球温暖化対策を総合的・計
画的に実施していくためのもの）に
基づきさまざまな施策を実施中です。 
　台東区の特徴は、緑が少なく、上
野公園や隅田川ぞいの墨東公園は、
緑化率8.4％となっています。緑化
を推進するために、緑の条例（自宅・
ビルの建て替えの場合、緑の視点を
入れる）を制定し、市民の皆さんが
少しでも自然に触れ合えるように
していました。 

　啓発活動としては、①首都圏エネ
ルギー懇談会の会員は、著名人が登 
録しているので、イベントなどを企
画し、無料で講師を依頼している。
②ＣＯ2ダイエット宣言を実施し企
業については、登録証の発行や区の
ＨＰに掲載③東京商工会議所台東
支部主催の事業にも協力④省エネ
瓦版やエコガイドなどを年4回発行
し、市民へは新聞折込みにより配布
があります。また、家庭での省エネ
アップを推進するために表彰制度
も設けているとのことでした。 
　区民のみなさんや学校、企業に対
しての環境教育については、蔵前の
環境ふれあい館にて、リサイクル活動、
学習講座などの講座や出前講座が

行われていました。また、グリーン
リーダーを２年の任期で区長が委
嘱し、ボランティア団体も緑の普及
活動を推進していました。 
　現在、10校の学校で屋上緑化や緑
のカーテンを作っており、毎年２校
ずつ増やしていくとのことです。 
　温暖化対策として、本市で可能な
ことは何か、都市環境委員会でも今後、
検討していきます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
その他視察テーマ・訪問先 
・次世代エネルギーパーク構想について 

　群馬県太田市 
・雨水利用について 

東京都墨田区 
 

平 成 21 年 度 常任委員会 常任委員会 常任委員会 
都市環境 
委員会 
11月４日～6日 

区
役
所
の
壁
面
緑
化 

議
会
で
、
人
権
・
同
和
問
題
の 

研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。 

大
野
城
市
議
会
の
取
り
組
み 

大
野
城
市
議
会
の
取
り
組
み 

                      

　
議
会
で
は
、
毎
年
人
権
・
同
和
問
題

の
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
平
成

19
年
度
は
福
岡
県
人
権
啓
発
情
報
セ
ン

タ
ー
に
て
同
和
問
題
教
室
、
平
成 
20
年

度
は
市
社
会
教
育
課
に
よ
る
人
権
・
同

和
問
題
教
室
を
開
催
し
、
施
設
見
学
や

ビ
デ
オ
上
映
を
は
じ
め
と
す
る
研
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
９
月
定
例
会
終
了
後
の

10
月
16
日
に
福
岡
市
人
権
啓
発
セ
ン
タ

ー
を
訪
問
し
、
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
啓
発
推
進
事
業
や
交
流
連
携

促
進
事
業
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま

し
た
。 

　
福
岡
市
人
権
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、
コ

コ
ロ
ン
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
で
、
博
多
リ

バ
レ
イ
ン
に
所
在
し
、
様
々
な
人
権
啓

発
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
・
行
政
協
働
型
啓
発
の
推
進
を
目

的
に
市
民
の
自
発
的
な
取
り
組
み
を
支

援
す
る
コ
ア
セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
本
市
で
も
人
権
・
同
和
問
題
啓
発
冊

子
「
み
ん
な
の
し
あ
わ
せ
の
た
め
に
」

が
作
成
さ
れ
全
戸
配
布
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
７
月
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
別
人
権
・

同
和
問
題
研
修
会
が
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
で
、
12
月
に
は
人
権
週
間
講

演
会
が
ま
ど
か
ぴ
あ
で
開
催
さ
れ
る
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
展
開
さ
れ

て
い
ま
す
。 

　
こ
の
研
修
を
通
し
て
、
人
権
教
育
や

啓
発
を
議
員
そ
れ
ぞ
れ
の
自
ら
の
課
題

と
し
て
受
け
止
め
、
身
近
な
差
別
に
気

づ
き
、
そ
の
差
別
を
無
く
す
た
め
の
行

動
を
起
こ
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

再
認
識
し
ま
し
た
。 
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会議録検索システム（市のホームページ）で会議録を確認できます。 
（12月定例会分2月15日以降） 
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　〒816－8510 
大野城市曙町二丁目2番1号 
大野城市議会事務局 
ダイヤルイン 580－1938 
FAX   　　　 585－8224 
市議会ホームページ 
http://www.city.onojo.fukuoka.jp/gisenkan/shigikai

　
昨
年
４
月
に
メ
キ
シ
コ
で
発
生
し

た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
国
内
に

入
る
や
、
瞬
く
間
に
全
国
に
蔓
延
し

パ
ニ
ッ
ク
状
況
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
始
ま
る

と
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
て

き
た
よ
う
で
す
。
 

　
現
在
、
受
験
シ
ー
ズ
ン
真
っ
只
中
、

受
験
生
も
親
御
さ
ん
に
と
っ
て
も
非

常
に
心
配
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、

う
が
い
や
手
洗
い
、
そ
し
て
マ
ス
ク

を
す
る
な
ど
体
調
管
理
を
十
分
に
行

っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
吹

き
飛
ば
し
、
受
験
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
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第70号議案 

 

第71号議案 

 

第72号議案 

総務市民委員会 
 

総務市民委員会 
 

総務市民委員会 

全会一致　可決 

 

全会一致　可決 
 

賛成多数　可決 
（賛成17・反対4） 

大野城市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する
条例の制定について 

大野城市特別職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例の制定に
ついて 

大野城市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

件　　名 付託委員会 本会議結果 議案番号 

審　　議　　結　　果 
平成21年第７回11月臨時会 

陳情第5号 

陳情第6号 

選挙公報に関する陳情書 

非核三原則の法令化を求める議会決議、意見書採択のお願いに関する陳情書 

陳情関係 －（全議員に写しを配付） 

審　　議　　結　　果 
平成21年第８回12月定例会 

第73号議案 
 

第74号議案 

第75号議案
 

 

第76号議案 

 

第77号議案 

 

第78号議案 
 

第79号議案 
 

第80号議案 

第81号議案 

第82号議案 

第83号議案 

第84号議案 

請願第２号 

請願第３号 
 

請願第４号 

意見書案第２号 

意見書案第３号 

意見書案第４号 

意見書案第５号 

 

総務市民委員会 
 

総務市民委員会 

都市環境委員会 
 

― 

 

― 

 

― 
 

予 算 委 員 会  
 

予 算 委 員 会  

予 算 委 員 会  

予 算 委 員 会  

予 算 委 員 会  

予 算 委 員 会  

福祉文教委員会 

福祉文教委員会
 

 

総務市民委員会 

― 

― 

― 

― 

 

全会一致　可決 
 

全会一致　可決 

賛成多数　可決 
（賛成19・反対2） 

全会一致　可決 

 

全会一致　可決 

 

全会一致　可決 
 

賛成多数　可決 
（賛成20・反対1） 

全会一致　可決 

全会一致　可決 

全会一致　可決 

全会一致　可決 

全会一致　可決 

全会一致　採択 

賛成少数　不採択 
（賛成4・反対17） 

全会一致　採択 

全会一致　可決 

全会一致　可決 

全会一致　可決 

賛成多数　可決 
（賛成16・反対5） 

大野城市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 

大野城市税条例の一部を改正する条例の制定について 

大野城市道路並びに普通河川敷地占用料等徴収条例の一部を改正する条例の
制定について 

福岡県市町村職員退職手当組合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡
県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

福岡県後期高齢者医療広域連合を組織する地方公共団体の数の減少及び福岡
県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 

福岡県市町村消防団員等公務災害補償組合を組織する地方公共団体の数の減
少について 

平成21年度大野城市一般会計補正予算（第７号）について 
 

平成21年度大野城市国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について 

平成21年度大野城市介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

平成21年度大野城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について 

平成21年度大野城市水道事業会計補正予算（第３号）について 

平成21年度大野城市下水道事業会計補正予算（第２号）について 

2010年度年金の確保に関する請願 

後期高齢者医療制度の即時廃止の意見書提出を求める請願 
 

改正貸金業法の早期完全施行等を求める請願書 

改正貸金業法の早期完全施行等を求める意見書の提出について 

2010年度年金の確保を求める意見書の提出について 

有床診療所の存続と活用に向けた対策を求める意見書の提出について 

奨学金制度の充実を求める意見書の提出について 

 

件　　名 付託委員会 本会議結果 議案番号 


